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第 120回卒業証書授与式 
 16 日（土）120 回卒業証書授与式。4 年ぶりに、在校生・教職員をはじめ、保護者、ご来賓の皆様、

総勢 500 名が一堂に会し、無事に開催できました。関係各位に改めて感謝申し上げます。 

スマイル班活動での楽しい企画、運動会での係活動、学芸会での素晴らしいオリジナル劇、移杖式での

見事なスクールバンド演奏など、リーダーとして活躍し続けてきた６年生。その姿が焼き付いている在校

生が、感謝の気持ちを心を込めて伝えました。そして、５年生を中心に素晴らしい富良野小をつくってい

くことを決意表明しました。卒業生は、これまでお世話になった方々に感謝の気持ちを伝え、中学校での

決意を述べました。2部合唱「あとひとつ」も見事に歌い上げました。  

今回、保護者の皆様にもマスクを外していただいたことで、互いに表情が伝わるより感動的な式となり

ました。57名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。  

 

 

 １日（月）～３日（水） 年度始休業 

 ４日（木） 新６年生前日準備登校日 

  ５日（金） 着任式 始業式 入学式 

       交通安全街頭指導～11 日 

 ８日（月） １年生ひよこパトロール 

１２日（金） １年生給食開始  

１８日（木） 全国学力・学習状況調査 

１９日（金） 交通安全教室 

２０日（土） 参観日 

２５日（木） １年生を迎える会 

２６日（金） 校外パトロール 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

  
 3月の異動で12名の教職員が富良野小学校を離れること

になりました。保護者や地域の皆様には、教育活動へのご理

解・ご協力をいただき、ありがとうございました。 

 教頭  島村 圭吾 富良野市立麓郷小中学校へ（校長採用） 

 教諭  高橋 郁宣 退職 

 教諭  土屋 亜弥 退職（期限付教諭として引き続き本校で勤務） 

 教諭  柳澤 美鳥 旭川市立凌雲小学校へ 

 教諭  市山 あさみ 富良野市立扇山小学校へ 

 教諭  内山 初美（R５まで育休）旭川市立新富小学校へ 

 期付教諭  足立 恵子 上富良野町立上富良野小学校へ 

 支援員  児玉 明子 退職 

 支援員  高橋  歩 退職（三笠市社会福祉協議会へ） 

 支援員  山崎 省三 退職（富良野市教育支援センターへ） 

 業務吏員  里  和幸 退職 

 業務吏員   齋藤 道夫 退職 

 

 

 

 

 メディア使用に関わってのお願いです。春休み中、ＳＮＳトラブルに巻き込まれたり、逆にトラブ

ルを起こしたりすることがないよう各ご家庭でしっかり管理・監督をお願いしたいです。スマホを所

持させた場合、当然リスクは高まります。保護者としての責任が発生するということです。今一度、

保護者ご自身、自分ごととしてお考えください。 

果たして小学生にＬＩＮＥは必要でしょうか。学校としてここに明記します。 

ＬＩＮＥは小学生に必要ないと考えます。どうしても使用を認めるのであれば、 

グループやトーク内容をはじめとする使用状況を保護者が随時把握すること。 

このことが大前提です。もしそれができないのであれば、自己責任を持てない小 

学生に認めるべきではありません。なりすまし・悪ふざけ・中傷など、書き込みの現状を担任が情報

収集し、児童（保護者）に対して指導する・・・果たしてこれは教員の業務なのでしょうか・・・。 

今後、アウトメディア・プロジェクトの一環として、メディアリテラシーを理解し、メディアを上

手に活用する力を育むことを目的として、啓蒙や研修活動など、父母と先生の会（富小っ子サポータ

ーズ）・ＣＳの皆さんと手を組んで、主体的に進めていく必要があります。子どもが今登っている山

は、かつて大人が登ってきた山とは違います。しっかり現状を把握し、ＬＩＮＥ使用禁止の申し合わ

せを互いに理解し合うなど、子どもを守るための具体策について議論が必要です。 

 

 

壇上で決意表明を行い、卒業証書を立派に受け取る姿。父母と先生の会会長 

さんから証書フォルダーを受け取る姿。そして、待っている保護者へ歩み寄り 

感謝の気持ちを伝えながら証書セットを渡す姿。卒業生の凜とした一人一人の 

姿が、在校生にまた一つ焼き付いたことでしょう。卒業式は在校生にとって未 

来の自分をイメージする場であるとともに、決意を新たにする場となりました。 

一つ一つの行事にはしっかりとした意義があり、子ども達一人一人の成長を自覚できる節目でもあり

ます。「運動会」「学芸会」「卒業式」の三大行事を始め、様々な行事を復活できた今年度は、一つ一つ

の積み重ねにより、子どもは確実に成長していくことを教職員一同実感しました。ただ、人との関

わりにおいては、３年間もコミュニケーションを磨く場が制限されていたので、取り戻すにはまだまだ

時間を要すると思います。マスクを外し、様々な人と関わり、「自己肯定感」「自己有用感」を実感で

きる場を保障する。一つ一つの積み重ねがますます大切です。 

最後に、様々なことに挑戦できた今年度の本校教育に関して、皆様からご支援・ご協力をいただいた

ことに教職員一同感謝申し上げます。今後も貴重なご意見・ご要望に耳を傾けて参ります。 

お世話になりました 
 先日、全校集会を行うとともに、マチコ

ミでもお知らせしましたが、本日の修了

式後も安全に関わって確認しました。 

・交通安全に気をつける 

・雪山に登らない、軒下に近づかない 

・雪玉を作って投げない 

・ふざけてじゃれあったりしない 

新年度に向けて、よいスタートを切る

ことができるよう、規則正しい生活・安全

な生活をよろしくお願いします。 

春休みの生活について 


